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▲
八
や

溝
みぞ

山
さん

▲
八
や

溝
みぞ

山
さん

▲男
なんたいさん

体山▲男
なんたいさん

体山

　日
にっこう

光白
しらねさん

根山
▲

　日
にっこう

光白
しらねさん

根山
▲

　栃
とち

木
ぎ

県
けん

は、北
ほく

西
せい

部
ぶ

に日
にっこう

光白
し ら ね さ ん

根山や男
なんたいさん

体山などの高い山々がそびえ、東
とう

部
ぶ

になだらかな

八
や

溝
みぞ

山
さ ん ち

地、中
ちゅうおう

央から南
なん

部
ぶ

にかけて平
へい

野
や

が広がり、県
けん

土
ど

全体が水と緑の美しい自
し

然
ぜん

に恵
めぐ

まれています。森林面
めんせき

積は約
やく

35万h
ﾍｸﾀｰﾙ

aで、県
けん

土
ど

面
めんせき

積（約
やく

64万h
ﾍｸﾀｰﾙ

a）の約
やく

55％
パーセント

をしめていま

す。

市町別の森林面積のわりあい（2016年）

栃木県の土地利用（2016年）

栃木県の土地利用の変化

栃木県の天然林と人工林の面積の変化

■天
てんねん

然林
りん

と人
じんこう

工林
りん

　県
けん

内
ない

の森林のうち、天
てんねん

然林
りん

は約
やく

17.9

万h
ﾍｸﾀｰﾙ

a（県
けん

全
ぜんたい

体の森林面
めんせき

積の約
やく

51％
パーセント

）、

人
じんこう

工林
りん

は約
やく

15.5万h
ﾍｸﾀｰﾙ

a（県
けん

全
ぜんたい

体の森林面
めんせき

積

の約
やく

45％
パーセント

）です。

※１ページの数値データの出典：　栃木県森林・林業統計書（栃木県）等
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　森林にはたくさんの働
はたら

きがあり、私
わたし

たちのくらしや環
かんきょう

境をまもる上
うえ

で大
たいせつ

切な役
やくわり

割を果
は

た
しています。

スギやヒノキは、建
けんちく

築

用、家
か ぐ

具や工
こう

芸
げい

品
ひん

など

に使
つか

われます。

コナラやクヌギは、ド

ングリがなる木で、シ

イタケ原
げんぼく

木や薪
まき

などに

使
つか

われます。

スギ

コナラ

ヒノキ

クヌギ

森林のはたらき

やすらぎの場になる 水をたくわえて

洪
こうずい

水や水
みず

不
ぶそ く

足をふせぐ

土
どしゃ

砂くずれをふせぐ

木
もくざい

材を生
う

み出す

きれいな水を
生
う

み出す

さまざまな生き物
もの

の
すみかになる

きれいな空
くうき

気を生
う

み出す

空
くう

気
き

中の二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を

吸
きゅうしゅう

収するので、	

地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

の

防
ぼう

止
し

にも役
やく

立
だ

つ

※CO2　二
に さ ん か た ん そ

酸化炭素
※O2　  酸

さ ん そ

素

人工林
じんこうりん

しんようじゅ

こうようじゅこうようじゅ

針葉樹
96％

広葉樹
4％
広葉樹
4％

広葉樹
82％

こうようじゅ

針葉樹
18％

天然林
てんねんりん

しんようじゅ

栃木県の森林における広葉樹と
針葉樹のわりあい（2016年）

針
しんようじゅ

葉樹

広
こうようじゅ

葉樹

※林野庁調べ（森林資源の現況）

■広
こうようじゅ

葉樹と針
しんようじゅ

葉樹

　県
けん

内
ない

の天
てんねん

然林
りん

には広
こうようじゅ

葉樹が多
おお

く、天
てんねん

然林
りん

の面
めん

積
せき

の約
やく

82％
パーセント

（約
やく

14.6万h
ﾍｸﾀｰﾙ

a）はコナラやクヌギな

どの広
こうようじゅ

葉樹です。一
いっぽう

方、人
じんこう

工林
りん

の面
めんせき

積の約
やく

96％
パーセント

（約
やく

14.8万h
ﾍｸﾀｰﾙ

a）は針
しんようじゅ

葉樹で、スギやヒノキなど

が多
おお

く植
う

えられています。



「地
じ

ごしらえ」という整
せい

地
ち

作
さ

業
ぎょう

をし、苗
なえ

木
ぎ

を手
て

作
さ

業
ぎょう

で
１本ずつ植

う

えていきます。

植
しょくりん

林

林
りんぎょう

業のサイクル
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　人が苗
なえ

木
ぎ

を植
う

えて育
そだ

てている森林を「人
じんこう

工林
りん

」といいます。

　主
おも

に、木
もくざい

材を生
せいさん

産することを目
もくてき

的とした森林です。

　人
じんこう

工林
りん

を元気にするには、「苗
なえ

木
ぎ

を植
う

え、こまめに手入れし、木が成
せいちょう

長したら伐
き

って

利
り

用
よう

し、その後
あと

に苗
なえ

木
ぎ

を植
う

え、再
ふたた

び大きな木に育
そだ

てる」という作
さ

業
ぎょう

をくり返
かえ

していくこ

とが必
ひつよう

要です。

　こうした作
さ

業
ぎょう

を行い、木
もくざい

材をつくり出す仕
し

事
ごと

を「林
りんぎょう

業」といいます。林
りんぎょう

業のサイクル

が進まず、放
ほう

置
ち

された森林は、洪
こうずい

水や土
ど

砂
しゃ

くずれを防
ふせ

ぐ力が弱
よわ

くなってしまいます。

※「平成 30 年度森林 ･ 林業白書
　 （農林水産省）」掲載図を加工して作成

苗
なえ

木
ぎ

の成
せいちょう

長をさまたげる植
しょくぶつ

物
を取

と

り除
のぞ

きます。苗
なえ

木
ぎ

が他
ほか

の草木よりも背
せ

が高く成
せいちょう

長
するまで（植

う

えてから5～10年
間）、毎

まいとし

年、夏に行います。

下
した

刈
が

り

「植
う

えて、育
そだ

てて、伐
き

って、使
つか

って」元気な森に！とちぎの人
じん

工
こう

林
りん

※CO2

　二
にさんかたんそ

酸化炭素

※O2

　酸
さん

素
そ

植
う

えてから20～30年ころに
間
ま び

引き作
さ

業
ぎょう

を行い、森林の
中に日があたるようにし、
樹
じゅもく

木が元気に育
そだ

つようにし
ます。

柱
はしら

や板の材
ざいりょう

料となれるだけ
の太さ（植

う

えてから45年以
い

上
じょう

）まで育
そだ

った木を伐
き

っ
て、次

つぎ

の苗
なえ

木
ぎ

を植
う

える準
じゅんび

備
をします。

間
かんばつ

伐主
しゅばつ

伐



　木
もくざい

材の利
り

用
よう

が進
すす

まず、若
わか

い森林の面
めんせき

積が

増
ふ

えないと、森林は高
こう

齢
れい

化
か

してしまい、森

林の働
はたら

きが低
てい

下
か

して、私
わたし

たちの暮
く

らしや環
かん

境
きょう

にも大きな影
えいきょう

響を及
およ

ぼします。

　このため、木
もくざい

材に利
り

用
よう

できる木は伐
き

って

無
む だ

駄なく使
つか

い、伐
き

った後
あと

には苗
なえ

木
ぎ

を植
う

え

て、また新
あたら

しい木を育
そだ

てていく「植
う

える→

育
そだ

てる→伐
き

る→使
つか

う→植
う

える」という森づ

くりのサイクルを続
つづ

けていくことが、元気な森を将
しょうらい

来に引
ひ

き継
つ

いでいくために必
ひつよう

要です。
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■人
じんこう

工林
りん

には資
しげん

源がいっぱい

　栃
とち

木
ぎ

県
けん

内
ない

の人
じんこう

工林
りん

の多
おお

くは戦
せん

後
ご

（1945年以
い

降
こう

）に植
しょくりん

林した森林です。現
げんざい

在は成
せいちょう

長し、

木
もくざい

材の利
り

用
よう

に適
てき

した45年以
い

上
じょう

の森林の面
めんせき

積は、全体の約
やく

７割
わり

となっています。

木の年れいごとの森林面積の変化（人工林）
※出典：栃木県森林・林業統計書（栃木県）

※林野庁作成図を加工　

　栃
とち

木
ぎ

県
けん

は、スギ、ヒノキを中心として
森林資

し

源
げん

が豊
ほう

富
ふ

であり、全
ぜんこく

国でも有
ゆうすう

数の
木
もくざい

材生
せい

産
さ ん ち

地です。
　木

もくざい

材の生
せいいく

育にとって恵
めぐ

まれた気
き

候
こう

条
じょうけん

件
であることから、栃

とち

木
ぎ

県
けん

の森林から生
せいさん

産さ
れる「とちぎ材

ざい

」は、
円
えん

のゆがみ、曲
ま

がりな
どが少

すく

なく、優
すぐ

れた
品
ひんしつ

質であることで知
し

ら
れています。

　森づくりのサイクルを続けるには、林
りんぎょう

業で
働
はたら

く人たちの存
そんざい

在がかかせません。
　林

りんぎょう

業で働
はたら

く人は少なくなってきましたが、
近年、若

わか

い人の割
わりあい

合は
増
ふ

えています。女
じょせい

性が
活
かつやく

躍している地
ち

域
いき

もあ
り、2016年度末

まつ

の県
けんない

内
林
りん

業
ぎょう

就
しゅうぎょうしゃ

業者632人のう
ち女

じょせい

性は14人います。
（県林業木材産業課調べ）

とちぎの木
もくざい

材林
りんぎょう

業で働く人



○循
じゅんかん

環できる資
し

源
げん

　

　石
せき

油
ゆ

は使
つか

い続
つづ

ければなくなってしまいますが、木
もくざい

材は「森づくりのサイクル」により再
さいせい

生でき

る資
し

源
げん

であり、形を変えて使
つか

い続
つづ

けることができます。

○ここちよい

　木は、コンクリートや金
きんぞく

属に比
くら

べて熱
ねつ

が伝
つた

わりにくい性
せいしつ

質

があるので、ぬくもりを感
かん

じます。また、木
もくざい

材は衝
しょうげき

撃をよく

吸
きゅうしゅう

収するので、やわらかさも感
かん

じることができます。

○いやされる

　木の香
かお

りは、森の中にいるときと同じように、人をリラック

スさせる効
こう

果
か

があります。
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■とちぎの木を使
つか

って　森を元気に

　「森づくりのサイクル」は、林
りんぎょう

業で「植
う

えて、育
そだ

てて、伐
き

って」を行い、その伐
き

った

木を私たちが「使
つか

う」ことで成
な

り立
た

ちます。

　私たちが、日々のくらしの中で、栃
とち

木
ぎ

県
けん

産
さん

の木をたくさん使
つか

えば、とちぎの森林にこ

のサイクルが根
ね づ

付いて、人も森も元気になります。

○炭
たん

素
そ

のかんづめ	

　森林の木々は、空
くう

気
き

中から二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

を取
と

りこんで、炭
たん

素
そ

を自分の体にたくわえ

て、酸
さん

素
そ

を空
くう

気
き

中にはき出します。伐
き

って

木
もくざい

材として加
か こ う

工しても、炭
たん

素
そ

はたくわえら

れたままなので、地
ちきゅう

球温
お ん だ ん か

暖化の防
ぼう

止
し

につ

ながります。

　県
けんみん

民みんなで栃
とち

木
ぎ

県
けん

産
さん

の木
もくざい

材利
り

用
よう

を進
すす

めていく

ために、2017年10月に

「とちぎ木
き

づかい条
じょうれい

例」

ができました。

木
もくざい

材は　環
かんきょう

境にも　人にもやさしい

10月は

木
き

づかい推
すいしん

進月
げっかん

間

おうちで 学校で
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　栃
とち

木
ぎ

県
けん

には、田畑、森林、小川やため池などで形作られ、多くの生き物
もの

を育
はぐく

む身
み

近
じか

な

自
し

然
ぜん

「里
さとやま

山」がたくさんあります。里
さとやま

山にある森林は「里
さとやま

山林
りん

」とよばれ、主にコナラ

やクヌギなどの広
こうようじゅ

葉樹が生
せいいく

育し、燃
ねんりょう

料にする薪
まき

や肥
ひ

料
りょう

にする落
お

ち葉
ば

をとったり、炭
すみ

焼
や

きや

キノコ栽
さいばい

培の場
ば

所
しょ

として

利
り

用
よう

されてきました。

　これらの木は15～20年

のサイクルで伐
ばっさい

採し、そ

の切り株
かぶ

から「萌
ぼう

芽
が

」と

いって再
ふたた

び新しい芽
め

が出

て元のような森林に戻
もど

ります。

　里
さと

山
やまりん

林は人が手入れ

し利
り

用
よう

することで、元

気な森林として保
たも

たれ

ます。

■とちぎの里
さと

山
やまりん

林を元気にする

　人のくらしは大きく変
へん

化
か

し、里
さと

山
やまりん

林が利
り

用
よう

されなく

なり、放
ほう

置
ち

され、荒
あ

れた里
さと

山
やまりん

林が増
ふ

えました。

　荒
あ

れた里
さと

山
やまりん

林は、ゴミがすてられたり、農
のうさくもつ

作物をあ

らすイノシシなどが人
ひとざと

里に現
あらわ

れる原
げんいん

因にもなりまし

た。

　このため、2008年度から「とちぎの元気な森づくり

県
けん

民
みん

税
ぜい

」を活
かつよう

用し里
さと

山
やまりん

林の手入れを進
すす

めています。

　今では、自
し

然
ぜん

のことを学んだり、楽しい遊
あそ

びを体
たいけん

験

できる場
ば

所
しょ

として、利
り

用
よう

されるようになりました。　

　美
うつく

しい里
さと

山
やまりん

林を将
しょうらい

来に引
ひ

き継
つ

いでいくためには、地
ち

域
いき

でくらす人たちだけではなく、都
と し

市に住
す

む人たちも

協
きょうりょく

力して里
さと

山
やまりん

林をまもっていく必
ひつよう

要があります。

里山林の手入れと利用

手入れが行き届いた里山林

放置され荒れた里山林

とちぎの里
さと

山
やま

林
りん

しいたけ栽培

コナラやクヌギなどの
落葉広葉樹林

萌芽更新 下草刈り
したくさが

ばっさい

さいばい

らくようこうようじゅりん
さんさい

ひお ば

お ば

ほうがこうしん

落ち葉かき

落ち葉をたい肥に

山菜をとる

炭

まき

すみ

伐採
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■私たちの手で森をまもる
　森づくりに関

かか

わる人が増
ふ

えることも、森林をまもることにつながっていきます。

　学校や地
ち

域
いき

などでは、次
つぎ

のような活
かつどう

動をしています。

○「緑の少年団
だん

」の活
かつどう

動

　森づくり体
たいけん

験や生き物
もの

調
しら

べなどの環
かんきょう

境学
がく

習
しゅう

活
かつどう

動、木工・竹
たけ

細
ざい

工
く

などの体
たいけん

験を通
とお

して、

緑を愛
あい

し、まもり、育
そだ

てる心
こころ

豊
ゆた

かな子
こ

供
ども

を育
そだ

てる団
だんたい

体です。

　栃
とち

木
ぎ

県
けん

では、１８１団
だん

、約
やく

３万５千人（2018年5月）の団
だんいん

員が活
かつどう

動しています。
※栃木県緑の少年団連盟事務局（公益社団法人とちぎ環境・みどり推進機構） https : //t-kms.sakura.ne.jp/syounendan.html

○森づくり活
かつどう

動体
たいけん

験

　下
したくさ

草刈
が

り、伐
ばっさい

採などの森づくり活
かつどう

動を体
たいけん

験します。

　栃
とち

木
ぎ

県
けん

では、森林をまもり育
そだ

てていくため、森づくり

活
かつどう

動に参
さん

加
か

いただけるボランティア会
かい

員
いん

の活
かつどう

動を支
し

援
えん

し

ています。
※とちぎの元気な森づくりサポートサイト　https: //t-kms.sakura.ne.jp/moridukuri/katsudou.html

○学
がっこうりん

校林等での森林環
かんきょう

境学
がくしゅう

習

　学
がっこうりん

校林等を活
かつよう

用した環
かんきょう

境学
がくしゅう

習やネイチャーゲームや

葉っぱ遊
あそ

び、バードウォッチングなど森林内
ない

でのさまざ

まな活
かつどう

動を通
とお

して、人の生活や環
かんきょう

境と森林との関
かか

わり

や、森林をまもることの大切さを学
まな

びます。
※とちぎの森林環境学習情報サイト 　https : //t-kms.sakura.ne.jp/kankyou_kyouiku/index.html

　まわりの木から落
お

ちた種
たね

や、風などに運
はこ

ばれてきた種
たね

が芽
め

を
出し、自

し

然
ぜん

に育
そだ

った森林を
「天

てんねん

然林
りん

」といいます。
　天

てんねん

然林
りん

をまもるには、人の
手をあまり加

くわ

えず、できるだけ
自
し

然
ぜん

の状
じょうたい

態を保
たも

つようにする
必
ひつよう

要があります。

作成：栃木県、公益社団法人とちぎ環境・みどり推進機構　
監修：国立大学法人宇都宮大学農学部森林科学科　大久保達弘教授　　　　　（2019年3月発行）
※このパンフレットは「とちぎの元気な森づくり県民税」を活用して作成しました。

日光国立公園内のミズナラ林（日光市）

天
てんねんりん

然林をまもる

※国立公園、県立自然公園…すぐれた自然環境（自然の森林や草原等）を保護
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